
『ペットボトルの加工が必要ない簡易肺模型』

■使うもの ※「いろはす」のペットボトルが柔ら

●材料→ペットボトル，風船 かくて，変形させやすい。

●道具→なし ※ダイソーの「ハート型ふうせん」

（10コ入）が肺の形にいい。

■作り方

１．ペットボトルを足ではさんで，「少しつぶし」ながら，風船をはめる（つぶさないと，２.で風船が膨らまない）。

２．つぶれたペットボトルの形を整えると，中の風船が膨らむ。（つぶしてはめたので，形を戻すと，ペットボトル

の中の空気の粒の圧力が周囲より小さくなるため，外の空気の粒の圧力に押されて風船が膨らむ）

３．ペットボトルを「つぶし・戻し」すると，圧力が変化し，中の風船が「縮む・膨らむ」を繰り返す。

◎柔らかい素材（「いろはす」や水，お茶）のペットボトルを使うと，「底」を押す

だけで，ペットボトルの形が変形し，［横隔膜］の働きを

実感できる（肺には筋肉がないので，肺の下の横隔膜が動く事に

よって，気圧を変化させ，肺が膨らみ縮む）。

◎以前作られていたタイプは，ゴム栓とガラス管で「気管」，

ゴム風船で「肺」，ペットボトルの底を切ってゴム風船などの

膜を付け，「横隔膜」を表現していた。

※『2010川崎たのしい授業体験講座』の時に，山口恵子さんと考えたもの。
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